
岩手県内景気動向（令和６年１０月判断） 

紫波町商工会 

※引用したデータは東北財務局盛岡事務所が経産省や東北経産局のデータを取りまとめたものである。 

１．個人消費 「持ち直している」  

■個人消費は持ち直している。百貨店販売は、身の回り品等が低調なことなどから、前年を下回っている。 

スーパー販売は、主力の飲食料品が堅調なことなどから、前年を上回っている。コンビニエンスストア販売は、調理麺

等が低調なことなどから、前年を下回っている。ドラッグストア販売は、飲食料品等が好調なことなどから、前年を上

回っている。ホームセンター販売は、インテリアが低調となっているものの、DIY用品が好調なことなどから、前年並

みとなっている。家電大型専門店販売は、エアコンが7月以降低調なことなどから、前年を下回っている。乗用車販売

は、軽乗用車が好調なことなどから、前年を上回っている。旅行は、国内旅行が回復しているほか、海外旅行に動きが

みられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．企業収益 「6年度は減益見込み」  

■ 法人企業景気予測調査(令和6年7-9月期調査)でみると、6年度は、非製造業で80.9%の増益見込みとなっているも

のの、製造業で21.4%の減益見込みとなっていることから、全産業では17.1%の減益見込みとなっている。 

 

 

 

 



３．企業の景況感 「『下降』超幅が縮小」  

■法人企業景気予測調査(令和6年7-9月期調査)の景況判断BSIでみると、現状(6年7～9月期)は、全産業では「下

降」超幅が縮小している。先行きは、全産業では6年10～12月期に「上昇」超に転じ、7年1～3月期に「下降」超に

転じる見通しとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．消費者物価 「前年を上回っている」  

■前年を上回っている。原油価格や物価の高騰も要因と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．企業倒産 「件数、負債総額とも前年を上回っている」  

■件数、負債総額とも前年を上回っている。 

 

 


